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は
じ
め
に

ま
ぼ
ろ
し
の
書
『
金
玉
和
襟
集
』
が
翻
刻
に
よ
り
公
刊
さ
れ
、
全

容
を
現
わ
し
た（

１
）。

村
菴
和
尚
と
は
南
禅
寺
聴
松
院
に
住
し
た
希
世
霊

彦
（
一
四
〇
四
～
八
八
）
の
こ
と
、五
山
の
詩
僧
と
し
て
喧
伝
し
た
。

『
金
玉
和
襟
集
』
は
詩
語
を
初
学
者
向
け
に
解
説
し
た
書
で
あ
る
。

伝
本
と
し
て
は
今
回
紹
介
さ
れ
た
寛
文
期
の
板
本
が
あ
る
の
み
、
こ

の
寛
文
板
本
も
意
味
の
通
じ
な
い
箇
所
を
少
な
し
と
せ
ず
、
テ
キ
ス

ト
と
し
て
の
資
質
に
問
題
を
孕
む
こ
と
が
こ
の
翻
刻
に
よ
り
明
ら
か

に
な
っ
た
。

そ
ん
な
と
こ
ろ
に
、『
金
玉
和
襟
集
』
の
一
本
が
古
書
店
の
目
録

に
載
り
、
五
季
文
庫
の
有
に
帰
し
た
。
新
出
本
は
寛
文
板
の
求
板
本

で
あ
っ
て
新
し
み
に
は
欠
け
る
が
、
朱
の
書
込
み
に
よ
っ
て
随
所
が

訂
正
さ
れ
る
。
本
稿
は
こ
の
書
込
み
を
手
が
か
り
に『
金
玉
和
襟
集
』

に
籠
め
た
村
菴
の
真
意
に
迫
る
、
そ
の
糸
口
を
探
っ
て
み
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

＊

　

山
田
忠
雄
氏
に
よ
れ
ば
『
金
玉
和
襟
集
』
は
詩
語
七
八
七
を
収
録
、

一
六
の
部
立
に
分
類
し
た
の
ち
、
詩
語
一
つ
ひ
と
つ
を
簡
潔
に
注
解

す
る（

２
）。

詩
語
は
漢
字
二
あ
る
い
は
三
文
字
と
短
く
、
四
文
字
に
及
ぶ

こ
と
は
稀
な
と
こ
ろ
か
ら
、
柳
田
征
司
氏
は
聯
句
詠
作
の
便
を
計
っ

た
も
の
か（

３
）と

さ
れ
る
。
つ
ま
り
、『
金
玉
和
襟
集
』
は
『
詩
学
大
成
抄
』

が
〈
聯
字
〉
と
呼
ぶ
知
的
に
凝
縮
さ
れ
た
詩
語（

４
）を

集
成
し
、
高
名
な

村
菴
和
尚
が
〈
解
〉
を
加
え
た
、
一
種
の
抄
物
で
あ
る
。

村
菴
和
尚
『
金
玉
和
襟
集
』
に
つ
い
て

渡　

辺　

守　

邦
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伝
本
の
稀
な
書
物
で
、『
国
書
総
目
録
』
も
元
禄
の
書
籍
目
録
に

依
る
と
し
て
所
蔵
者
を
記
さ
な
い
。
伝
本
の
初
め
て
明
ら
か
に
な
っ

た
の
は
、
山
田
忠
雄
氏
に
よ
る
ご
家
蔵
本
の
紹
介
で
あ
る（

５
）。

こ
の
本

は
刊
記
を
、

寛
文
十

庚
戌
年
暮
冬
吉
辰
／
「
洛
陽
三
条
室
町
／
井
筒
屋
伝
兵

衛
開板

」

と
す
る
が
、
山
田
氏
に
よ
れ
ば
、
カ
ギ
括
弧
で
く
く
っ
た
箇
所
は
明

ら
か
な
入
木
、
板
面
ま
た
摩
滅
少
な
か
ら
ず
、
求
板
で
あ
ろ
う
と
の

こ
と
。
そ
の
後
二
〇
年
を
経
過
し
て
、
富
山
市
立
図
書
館
に
寛
文

一
〇
年
京
都
の
谷
岡
七
左
衛
門
刊
の
一
本
を
蔵
す
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
同
館
の
蔵
書
目
録
に（

６
）次

の
よ
う
に
あ
る
。

金
玉
和
襟
集　

キ
ン
ギ
ョ
ク　

ワ
キ
ン
シ
ュ
ウ　

刊　

村
菴
解

　

下
御
霊
前〔
京
都
〕谷
岡
七
左
衛
門　

寛
文
一
〇〔
一
六
七
〇
〕

刊　

七
二
丁　

一
五
・
八
×
一
一
・
二
cm　

題
簽
：
金
玉
和
襟
集

　

首
題
：
金
玉
和
襟
集　

刊
記
：
寛
文
十
庚
戌
年
暮
冬
吉
辰
／

下
御
霊
前　

谷
岡
七
左
衛
門
板
行

そ
し
て
今
回
の
伊
藤
善
隆
氏
に
よ
る
翻
刻
へ
と
至
る
。

底
本
は
寛
文
一
〇
年
谷
岡
七
左
衛
門
の
刊
行
、
富
山
市
立
図
書
館

蔵
本
と
同
板
で
あ
り
、
山
田
忠
雄
氏
蔵
本
に
先
行
す
る
。
別
に
元
禄

一
一
年
板
以
後
の
書
籍
目
録
が
報
ず
る
「
池
田
や
」
板（

７
）も

あ
っ
た
ら

し
い
が
、
今
日
そ
の
所
在
を
詳
ら
か
に
し
な
い
。
ま
た
、
柳
田
氏
の

言
及
は
古
書
の
売
立
目
録
に
載
っ
た
写
真
に
よ
る
も
の
と
の
こ
と
、

つ
ま
り
伝
本
と
し
て
は
、
今
回
翻
刻
の
底
本
と
富
山
市
立
図
書
館
の

蔵
本
、そ
し
て
山
田
氏
蔵
本
の
都
合
二
種
三
点
し
か
確
認
で
き
な
い
。

ま
た
、
写
本
の
伝
来
も
聞
か
な
い
。

そ
ん
な
状
況
下
に
出
現
し
た
の
が
五
季
文
庫
蔵
本
で
あ
る
。
新
出

本
は
寛
文
十
年
の
刊
記
を
備
え
る
も
の
の
、
山
田
忠
雄
氏
蔵
本
と
同

じ
井
筒
屋
に
よ
る
後
刷
本
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、
朱
の
書
込
み
多
数

を
持
つ
。
書
込
み
を
行
っ
た
者
の
素
性
は
不
明（

８
）、

違
和
を
覚
え
た
箇

所
に
朱
訂
を
加
え
た
と
い
う
態
の
も
の
で
あ
り
、
誤
読
・
誤
植
の
指

摘
が
多
く
、
眉
上
そ
の
他
の
余
白
を
用
い
て
補
記
し
た
り
も
す
る
。

ま
た
そ
の
指
摘
の
多
く
は
素
直
に
納
得
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
新
出
本

に
接
し
た
最
初
の
感
懐
は
、
寛
文
十
年
板
が
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
箇
所

に
疑
問
を
差
挟
む
余
地
を
残
す
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う

驚
き
で
あ
っ
た
。

も
と
よ
り
、
こ
の
朱
訂
を
鵜
呑
み
に
し
て
正
誤
を
云
々
す
る
の
は

賢
明
で
な
い
。
そ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
近
世
中
期
の
一
読
書

子
が
記
し
た
覚
書
き
で
あ
り
、
過
半
が
判
断
材
料
の
提
示
を
欠
く
。

そ
れ
ゆ
え
、
朱
訂
の
適
否
に
判
断
を
下
す
ま
え
に
な
す
べ
き
こ
と
が

自
ず
と
定
ま
る
。
そ
れ
は
書
込
み
に
よ
る
訂
正
を
裏
付
け
る
文
献
資

料
の
探
索
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
こ
ん
な
風
な
趣
旨
に
沿
っ
た
追
求
に
よ
り
、
朱
訂
に
適

否
の
判
断
が
下
さ
れ
て
寛
文
板
の
本
文
が
正
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る

が
、
成
果
は
そ
れ
に
止
ま
ら
な
い
。
も
し
、
朱
訂
一
つ
ひ
と
つ
の
検
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証
を
積
み
重
ね
て
、
誤
写
・
誤
読
を
促
し
た
カ
ラ
ク
リ
の
よ
う
な
も

の
が
抽
出
で
き
た
な
ら
ば
、
こ
の
原
理
を
朱
訂
の
及
ば
な
か
っ
た
範

囲
に
ま
で
拡
げ
る
こ
と
に
よ
り
、さ
ら
に
隠
れ
た
誤
り
が
発
掘
さ
れ
、

正
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
ま
た
、
対
校
す
べ
き
異

本
を
持
ち
あ
わ
せ
な
い
『
金
玉
和
襟
集
』
に
、
本
文
校
訂
の
た
め
の

新
た
な
材
料
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

＊

　

以
下
に
実
際
の
作
業
を
展
開
し
て
み
た
い
と
思
う
が
、そ
の
前
に
、

朱
筆
に
よ
る
書
込
み
を
単
色
印
刷
の
誌
面
に
い
か
に
再
現
し
た
の
か

に
つ
い
て
、
あ
ら
あ
ら
を
説
明
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
長
短
に
関
わ
り
な
く
、
朱
訂
の
存
在
す
る
段
の
全
文
を
伊

藤
氏
の
翻
刻
に
従
っ
て
掲
げ
、
底
本
に
お
け
る
所
在
を
「（
一
ウ
）」

の
ご
と
く
添
え
る
。
ま
た
『
金
玉
和
襟
集
』
は
ほ
と
ん
ど
の
漢
字
に

ル
ビ
を
振
る
が
、
正
誤
に
関
わ
る
場
合
を
除
い
て
省
い
た
。
そ
し
て

訂
正
を
指
示
さ
れ
た
箇
所
を
次
の
ご
と
く
「　

」
で
囲
う
。

聞
レ
経
鹿　
　

寺
辺
デ
山
林
ノ
鹿
ハ
僧
ニ
ナ
レ
テ
常
ニ
経
ヲ
ヨ

ム
声
ヲ
「
ナ
」
ク
也
（
一
ウ
）。　

→
キ

底
本
で
は
「
ナ
」
に
朱
点
を
打
っ
て
抹
消
し
、「
キ
」
と
朱
で
書
き

添
え
る
。「
声
ヲ
ナ
ク
也
」
を
誤
り
と
し
「
声
ヲ
キ
ク
也
」
に
正
せ

と
の
意
味
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
を
段
末
に
「
→
キ
」
と
表
示
し
た
。

さ
ら
に
例
を
追
加
す
る
。

竹
香　
　

杜
句
云
、「①

如
」
風
「②

吹
」
細
「③

々
香
」
ト
作
レ
リ
。

此
句
ヨ
リ
竹
香
ト
ハ
ス
ル
也
（
一
七
オ
）。　

→
①
（
削
除
）

　

②
吹　

テ　

③
々　

ト
シ
テ

香　
シ

複
数
の
朱
訂
が
施
さ
れ
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ

に
番
号
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
対
応
し
た
。
①
「
如
」
は
五
季
本
の

状
況
を
や
や
詳
し
く
述
べ
れ
ば
、
こ
の
一
字
に
朱
を
打
っ
た
う
え
で

「
ヒ
」
と
傍
記
す
る
。
ミ
セ
ケ
チ
に
使
う
「
ヒ
」
で
あ
る
。
疑
問
を

喚
起
し
た
つ
も
り
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
答
え
を
「
杜
句
ニ
云
ク
」
の

「
杜
句
」
に
求
め
「
雨
洗
娟
娟
浄　

風
吹
細
細
香
」（
杜
甫
「
厳
鄭
公

宅
同
詠
竹
」）
の
一
聯
を
得
て
、「
如
」
は
衍
字
と
判
断
し
、「
①
（
削

除
）」
と
し
た
。
②
③
は
送
り
が
な
の
追
加
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、

開
二
凌
室
一　
　

六
月
朔
日
ノ
ア
ツ
キ
日
、
口
ヲ
開
テ
凌
ヲ
キ

ル
也
（
六
四
オ
）。　
【
頭
書
】
凌
―
ハ
氷
室
ノ
コ
ト
ナ
リ

こ
れ
は
頭
書
を
持
つ
例
で
あ
る
。
頭
書
は
訂
正
の
理
由
を
敷
衍
す
る

ケ
ー
ス
が
多
い
が
、
こ
こ
で
は
正
誤
を
離
れ
て
「
凌
室
」
を
辞
書
的

に
解
説
し
て
い
る
。「
凌
―
」
は
凌
室
の
こ
と
、
氷
室
を
開
い
て
氷

を
切
出
す
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

＊

い
よ
い
よ
朱
訂
の
適
否
を
検
証
す
る
作
業
に
入
る
が
、
朱
訂
は
振
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り
仮
名
す
な
わ
ち
ル
ビ
の
訂
正
が
目
立
つ
。
総
ル
ビ
的
な
ル
ビ
の
振

り
か
た
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
数
の
多
さ
が
際
だ
つ
だ
け
で
は
な

い
。
次
の
ご
と
き
お
粗
末
さ
え
も
摘
出
す
る
。

苔
「
蝕シ

ヨ
ウ」　　

蝕シ
ヨ
クト

ハ
虫
ノ
物
ヲ
ク
ウ
ゴ
ト
ク
苔
ノ
次
第
ニ
ヒ

ロ
ク
ハ
ユ
ル
ガ
地
ヲ
ク
ウ
ガ
ゴ
ト
ク
也
（
二
二
ウ
）。　

→

蝕シ
ヨ
ク

単
純
な
手
違
い
で
は
あ
ろ
う
が
、
同
じ
一
行
に
あ
っ
て
「
蝕
」
の
ル

ビ
が
見
出
し
語
と
語
釈
と
で
食
い
違
う
。

そ
ん
な
不
自
然
な
ル
ビ
に
、
次
の
例
が
追
い
打
ち
を
か
け
て
、
無

邪
気
さ
、
無
頓
着
の
印
象
を
増
幅
す
る
。

翁
「
矍　

ク

鑠レ
キ

」　

老
翁
ノ
ケ
ナ
ゲ
ヲ
云
也
（
四
二
オ
）。　
【
頭
書
】

史
ニ
ハ
矍
―　

ク
ハ
ク
シ
ヤ
ク
ト
カ
ナ
ツ
ク

矍
鑠
と
は
後
漢
の
老
将
軍
馬
援
の
心
意
気
を
評
し
た
語
と
し
て
知
ら

れ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
鑠
」
を
レ
キ
と
読
み
誤
る
。「
礫
（
レ
キ　

こ
い
し
）」「
轢
（
レ
キ　

ふ
み
に
じ
る
）」
な
ど
の
読
み
に
引
か
れ

た
結
果
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
次
の
例
も
ま
た
同
様
な
理
由
に
基
づ

く
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

寒
「
砧テ

ン

」　　

秋
ノ
夜
ノ
霜
ノ
フ
リ
テ
サ
ム
キ
砧キ

ヌ
タヲ

打
コ
ヘ
ヲ

云
也
。
砧キ

ヌ
タ

ト
ハ
、
衣
ウ
ツ
コ
エ
也
。
亦
経
ヲ
ト
ク
如
ニ
ナ

ク
虫
有
。
ソ
ノ
虫
ノ
名
ヲ
モ
「
砧テ

ン

」
ト
云
也
（
六
七
ウ
）。

→
砧チ

ン

読
書
子
の
訂
正
は
適
切
で
あ
っ
て
、
底
本
「
砧
（
テ
ン
）」
と
い
う

ル
ビ
は
「
貼
（
テ
ン
・
テ
フ
）」「
點
（
テ
ン
・
セ
ン
）」
と
の
混
淆

に
よ
り
生
じ
た
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
。〈
鑠
・
礫
・
轢
〉あ
る
い
は〈
砧
・

貼
・
點
〉
の
よ
う
な
類
同
は
『
小
野
篁
歌
字
尽
』
の
好
ん
で
採
り
あ

げ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
節
用
集
の
類
に
こ
れ
を
分
亳
字
あ
る
い
は
点

画
少
異
字
と
名
付
け
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
こ
で
は
こ
の
種
の
現
象
を
点

画
少
異
字
に
よ
る
誤
読
と
呼
ん
で
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

次
に
挙
げ
る
例
は
、
ま
た
別
の
理
由
に
も
と
づ
く
読
み
誤
り
の
よ

う
で
あ
る
。

「
凉レ

イ

」
一
掬　
　

ツ
ヨ
ウ
ア
ツ
キ
時
、
風
ノ
吹
ハ
、
一
ス
ク
イ

ホ
ド
ア
ル
也
（
六
三
ウ
）。　

→
凉リ

ヤ
ウ

　
【
頭
書
】
一
掬
ハ
ニ

ギ
ル
ホ
ド
ア
ル
也

傘サ
ン

凉レ
イ

樹ジ
ユ　

　

傘
ヲ
サ
シ
タ
ル
如
ク
ニ
、
木
ノ
枝
ノ
ヒ
ロ
カ
リ
テ

有
ヲ
云
也
。
其
木
ノ
下
ニ
夏
凉ス

ヾ
ンデ

ア
ソ
ブ
ニ
、
凉
風
ガ
吹

度
ニ
ス
ヾ
シ
キ
ヲ
云
也
（
六
二
オ
）

凉レ
イ
　
ワ
タ
ル
　
シ
ヂ
ニ

 

渡 

レ
榻　
　

夏
ノ
凉レ

イ
フ
ウ風

ガ
、
坐
シ
居
タ
ル
榻
ヲ
吹
ワ
タ
ル

也
（
六
二
オ
）。

う
し
ろ
の
二
例
は
朱
訂
を
免
れ
て
い
る
。「
凉
」
は
初
秋
の
季
節
感

を
籠
め
て
多
用
さ
れ
、「
六
月
」と「
七
月
」と
の
二
つ
の
部
立
に
限
っ

て
も
「
夕
凉レ

ウ

」（
五
八
ウ
）、「
凉レ

ウ

風
」（
五
九
オ
）
な
ど
、「
凉
」
の

音
読
は
三
二
例
に
達
す
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
ル
ビ
を
「
レ
ウ
」
と

す
る
中
に
、｢
凉レ

イ

一
掬キ

ク｣
｢

傘サ
ン

凉レ
イ

樹ジ
ユ｣

の
ご
と
く
に
ル
ビ
を
「
レ
イ
」

と
す
る
例
を
交
え
る
が
、
両
者
の
間
に
使
い
分
け
の
意
図
は
見
ら
れ
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な
い
。
さ
ら
に
、

新シ
ン

凉レ
イ　

　

韓
昌
黎
ガ
云
、
新シ

ン

凉リ
ヤ
ウ

入
二
郊
墟
一
、
灯
火
稍
可
レ
親

ト
作
。
此
詩
ハ
秋
ニ
ナ
ツ
テ
凉

ス
ヽ
シ
キト

云
也
。
灯
ノ
下
ニ
テ
学

問
ヲ
ス
ル
ト
云
心
也
（
六
五
オ
）。

韓
檠　
　

前
ノ
新シ

ン

凉リ
ヤ
ウノ

下
ニ
委
ク
ミ
ヘ
タ
リ
。
檠
ト
ハ
、
短
檠

ノ
コ
ト
也
（
六
六
オ
）。

こ
の
よ
う
な
乱
暴
と
評
す
る
し
か
な
い
用
例
に
出
合
っ
た
り
も
す

る
。点

画
少
異
字
に
よ
る
混
淆
に
加
え
て
、
こ
ん
な
ア
ナ
ー
キ
ー
な
状

況
が
な
ぜ
生
じ
る
の
か
。
そ
の
謎
を
解
く
カ
ギ
が
以
下
の
二
つ
の
例

か
ら
摘
出
で
き
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

披ヒ

霧ブ　
　

如
下
披
二
「①

雪セ
ツ

」
霧ブ

ヲ
一
覩
中
青
天
上
ト
云
テ
物
ハ
レ
ヤ
カ

ニ
キ
サ
ン
ジ
ナ
ル
事
ヲ
云
。
初
タ
ル
人
ト
ヨ
リ
合
「②

キ
リ

マ
シ
タ
ル
」
事
ニ
タ
ト
ユ
ル
也
。
亦
披
雲
ト
モ
杜
句
初
歓

ト
モ
云
（
二
三
ウ
）。　

→
①
雲ウ

ン　

②
カ
タ
リ
マ
ジ
ワ
ル

晋
の
楽
広
の
人
柄
を
賛
え
た
「
此
人
之
水
鏡
、
見
レ
之
瑩
然
、
若
下

披
二
雲
霧
一
而
覩
中
青
天
上
也
」（
晋
書
・
列
伝
一
三
）
に
よ
る
表
現
で

あ
る
。
語
釈
に
い
う
「
杜
句
初
歓
ト
モ
云
」
と
は
、
や
や
舌
足
ら
ず

の
表
現
な
が
ら
、「
披
霧
初
歓
夕　

高
秋
爽
気
澄
」（
杜
甫
「
贈
特
進

汝
陽
王
二
十
韻
」）」
を
指
す
も
の
か
。
②
「
キ
リ
マ
シ
タ
ル
」
の
意

味
は
不
明
。
山
田
忠
雄
氏
は
雇
用
の
延
長
を
意
味
す
る
室
町
時
代
語

「
キ
リ
マ
ス
」
か
と
す
る（

９
）。

第
二
の
例
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

不
堪
七　
　
「①

枕
者
済
叔
」
ト
云
人
、
隠
居
シ
テ
活
計
ス
ル
ヲ
、

知チ

「②

夢ム

」
ノ
人
俸
禄
セ
ヨ
ト
云
ヘ
バ
、
カ
ナ
ハ
ヌ
コ
ト
ガ

七
ツ
ア
リ
ト
云
也
（
三
七
オ
）。　

→
①
（
削
ル
）　

②
音イ

ン

　
【
頭
書
】
晋
ノ
嵆
叔
夜
カ
故
事
ナ
リ

①
は
五
季
本
に
こ
の
四
字
を
朱
線
で
消
し
た
ま
ま
に
放
置
す
る
。【
頭

書
】
が
そ
の
欠
を
補
っ
た
つ
も
り
で
あ
ろ
う
。
嵆
叔
夜
の
「
不
堪
七

ツ
」
と
は
、「
…
…
又
人
倫
有
レ
礼
、
朝
廷
有
レ
法
。
自
惟
至
レ
熟
、

有
二
必
不
レ
堪
者
七
一
」（『
文
選
』
四
三
・
書
下
・
嵆
叔
夜
「
与
山
巨

源
絶
交
書
一
首
」）
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
嵆
叔
夜
は
竹
林
の
七

賢
の
嵆
康
の
こ
と
、
活
計
を
案
じ
て
仕
官
を
勧
め
る
山
巨
源
に
返
書

を
送
り
、
宮
仕
え
の
我
慢
し
難
き
こ
と
七
箇
条
を
挙
げ
、
絶
交
を
告

げ
た
。
こ
の
文
脈
に
沿
っ
て
読
書
子
は
②
「
夢
」
を
「
音イ

ン

」
の
写
し

誤
り
と
す
る
。

こ
こ
に
、「
披
霧
」（
二
三
ウ
）
の
条
の
「
雲
霧
」
か
ら
「
雪
霧
」
へ
、

「
不
堪
七｣

（
三
七
オ
）
の
条
の
「
知
音
」
か
ら
「
知
夢
」
へ
と
い
う
、

い
さ
さ
か
不
可
解
な
誤
写
が
浮
か
び
出
た
。
何
が
不
可
解
か
。「
雲
・

雪
」
と
「
音
・
夢
」
と
は
字
形
の
類
似
に
よ
る
誤
写
、
と
く
に
草
体

に
崩
し
た
場
合
の
誤
読
の
可
能
性
も
充
分
に
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し

「
雲
霧
」
の
「
雲ウ

ン

」
を
「
雪セ

ツ

」
に
、「
知
音
」
の
「
音イ

ン

」
を
「
夢ム

」
に

と
、
ご
丁
寧
に
も
、
ル
ビ
ま
で
ひ
っ
く
る
め
て
見
誤
っ
た
り
写
し
誤

る
と
は
、
い
か
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
こ
ん
な
間
違
い
は
、
原
本
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に
「
雲セ

ツ

霧
」「
知
音ム

」
と
ル
ビ
が
あ
っ
た
と
で
も
考
え
な
い
限
り
あ

り
え
な
い
。
し
か
し
、
村
菴
の
原
本
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
転
写
本
に

お
い
て
さ
え
、
か
か
る
奇
想
天
外
な
ル
ビ
が
罷
り
通
っ
た
は
ず
は
な

い
。
不
可
解
と
評
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

我
々
は
朱
訂
に
従
っ
て
「
雪
」
は
「
雲
」
の
、「
夢
」
は
「
音
」

の
誤
写
と
見
な
し
て
論
を
進
め
、
考
え
が
行
き
詰
っ
た
。
し
か
し
こ

こ
で
一
歩
退
き
、
村
菴
の
原
本
に
は
ル
ビ
な
し
で
「
雲
霧
」「
知
音
」

と
あ
り
、ル
ビ
は
「
雲
」
を
「
雪
」
に
、「
音
」
を
「
夢
」
に
写
し
誤
っ

た
の
ち
に
振
ら
れ
た
も
の
と
、
誤
写
と
ル
ビ
と
の
間
に
時
間
差
を
置

い
て
考
え
る
な
ら
ば
、
行
き
詰
ま
り
も
不
思
議
も
解
消
す
る
。
ト
ラ

ブ
ル
の
原
因
は
も
ち
ろ
ん
誤
写
に
あ
っ
た
が
、
混
乱
を
増
幅
さ
せ
た

責
任
は
、
後
出
し
の
振
り
仮
名
に
あ
っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
思
い
至
る
の
は
、
次
の
よ
う
な
奇
妙
な
訓
点
の
存
在
で
あ

る
。

惜ヲ
シ
ム
　
ハ
ル
ヲ
　
ト
リ
ノ

レ
春-

鳥
一　
　

 

春
ノ
暮
ル
ヲ
惜
テ
啼
鳥
也
（
五
五
オ
）。

「
傾

カ
タ
ム
ク
ル二

レ

国コ
ク
ヲ-

色
シ
ヨ
ク
ヲ

一
」　
　

美
人
ヲ
見
テ
一
国
ノ
人
ミ
ナ
カ
タ
ム

ク
也
。
傾
城
ト
モ
ス
ル
。
色
ハ
女
也
（
三
九
ウ
）。  

→
傾-

国　
ノ

色　
ロ

「
惜
レ
春-

鳥
一
」
も
「
傾
二
レ
国-

色
一
」
も
言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ

は
理
解
で
き
る
。
あ
る
い
は
「
惜
レ
春-

鳥
一
」
は
「
春
ヲ
惜
ム
鳥
」「
春

ヲ
鳥
ノ
惜
ム
」
と
両
様
の
読
み
が
許
さ
れ
る
こ
と
を
言
お
う
と
し
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
伝
を
も
っ
て
す
る
と「
傾
二
レ
国-

色
一
」

も
「
国
色
ヲ
傾
ク
ル
」
と
い
う
読
み
を
許
容
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

よ
も
や
そ
ん
な
こ
と
は
あ
る
ま
い
。
読
書
子
の
読
み
に
従
っ
て
「
傾

国
ノ
色
」
と
し
、
あ
る
い
は
「
国
ヲ
傾
ク
ル
色
」
を
容
認
す
る
の
が

穏
当
な
と
こ
ろ
か
。

さ
ら
に
、
こ
ん
な
訓
点
も
あ
る
。

尖ス
ル
ド
　
ヨ
リ
モ
　
ケ
ン
ヨ
リ

レ
於
レ
剣　
　

山
モ
ト
ガ
ツ
タ
ハ
、
剣
ヨ
リ
モ
ス
ル
ド
也
。

尖
ト
ハ
、
ト
ガ
リ
タ
ル
ヲ
云
也
（
四
一
ウ
）。

こ
の
一
条
の
意
味
は
明
解
で
あ
ろ
う
。
読
書
子
も
訂
正
の
朱
を
加
え

て
い
な
い
。
し
か
し
、
言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
分
り
や
す
い
も
の

の
、
こ
の
見
出
し
を
声
に
出
し
て
読
む
と
き
、
は
た
し
て
何
と
読
ま

せ
る
つ
も
り
で
あ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
疑
問
を
抱
か
せ
る
の
は
、
ど
う

や
ら
見
出
し
語
に
振
ら
れ
た
ル
ビ
の
よ
う
で
あ
る
。
漢
字
一
つ
ひ
と

つ
に
添
え
ら
れ
た
ル
ビ
は
、
こ
の
例
の
場
合
、
厳
密
に
区
別
し
て
い

え
ば
、そ
の
文
字
の
「
意
味
」
で
あ
っ
て
「
読
み
」
で
は
な
い
。「
意

味
」
は
見
出
し
語
の
領
域
で
は
な
く
解
説
で
説
明
さ
れ
る
べ
き
で
あ

ろ
う
し
、
現
に
「
剣
ヨ
リ
モ
ス
ル
ド
也
」
と
語
義
の
領
域
で
説
明
さ

れ
て
い
る
。
見
出
し
語
の
ル
ビ
が
サ
ー
ビ
ス
過
剰
で
あ
っ
て
、
な
お

か
つ
読
み
を
妨
げ
て
い
る
。

村
菴
和
尚
の
時
代
の
点
法
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
詳
ら

か
に
し
な
い
が
、
こ
の
見
出
し
語
を
「
剣
ヨ
リ
モ
ス
ル
ド
也
」
の
意

に
読
ま
せ
る
訓
法
と
し
て
、「
尖
レ
於
レ
剣
」
と
い
う
レ
点
の
重
連
が

は
た
し
て
適
切
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、
桂
庵
玄
樹
な
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ら
ば
少
し
違
う
点
を
打
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。『
桂
菴
和
尚
家
法
倭

点
』（

（1
（

に
、
レ
点
を
カ
リ
ガ
ネ
点
と
呼
ん
で
次
の
よ
う
に
い
う
。

二-
字
三-

字
。
乃
至
五
六
字
マ
テ
モ
。
下
ヨ
リ
読　

ミ

ノ
ホ
セ
ハ
。

可
レ

用
レ

鴈-
金　

ヲ

也
。
不
レ

可
レ

用　
フ

二

一
二　

ノ

点　
ヲ

一
。
雖　

ト
モレ

三-

字　
ト

。 

中　
カ
ニ

于
於
等ト

ウ
ノ

置
字
ア
ラ
ハ
。
可
レ
用　

フ
二
一
二　

ノ

点　
ヲ

一
。

桂
庵
風
の
訓
法
な
ら
ば
、「
剣
ヨ
リ
モ
ス
ル
ド
也
」
は
「
尖
二
於
剣
一
」

と
な
る
。

『
金
玉
和
襟
集
』
の
奇
矯
な
訓
法
が
な
ぜ
生
じ
た
の
か
。
そ
の
理

由
は
い
ろ
い
ろ
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
最
も
単
純
に
し
て
明

解
な
答
え
は
、
村
菴
の
原
本
に
は
返
り
点
が
な
く
、
施
点
は
後
人
の

賢
し
ら
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

村
菴
の
原
本
に
返
り
点
の
記
載
は
な
か
っ
た
と
の
推
測
は
、
そ
の

ま
ま
、
と
か
く
に
常
軌
を
外
れ
が
ち
な
ル
ビ
に
結
び
つ
く
。
旺
盛
な

サ
ー
ビ
ス
精
神
は
漢
字
と
い
う
漢
字
に
ル
ビ
を
添
え
よ
う
と
す
る
熱

意
に
、
蛮
勇
は
恣
意
と
評
し
て
過
言
と
思
え
な
い
ヨ
ミ
に
通
じ
る
。

そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、
ル
ビ
も
ま
た
返
り
点
に
加
筆
し
た
人
物
の

仕
業
で
あ
り
、
原
本
に
ル
ビ
は
存
在
し
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

も
ち
ろ
ん
村
菴
の
原
本
に
は
ル
ビ
も
返
り
点
も
全
く
な
か
っ
た
と

す
る
の
は
考
え
す
ぎ
で
、む
し
ろ
、五
山
の
仮
名
抄
と
同
程
度
で
あ
っ

た
と
す
る
の
が
穏
当
な
と
こ
ろ
か
も
し
れ
な
い
。

そ
し
て
、
こ
れ
は
ま
た
、
返
り
点
や
ル
ビ
に
煩
わ
さ
れ
る
こ
と
な

く
『
金
玉
和
襟
集
』
に
対
応
す
べ
き
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
　
　
　
　
　

＊

村
菴
和
尚
の
原
本
に
ル
ビ
は
な
か
っ
た
と
い
う
想
定
は
読
書
子
に

よ
る
朱
訂
の
過
半
が
徒
労
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
し
残

る
幾
ば
く
か
の
朱
訂
は
そ
の
ま
ま
顧
慮
に
価
し
、
な
お
検
証
を
必
要

と
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
誤
写
が
あ
る
。
板
行
以
前

に
長
い
転
写
に
よ
る
経
過
を
持
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら

も
、
誤
写
を
度
外
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

誤
写
か
否
か
の
判
定
は
容
易
で
は
な
い
。
ル
ビ
な
ら
ば
漢
字
ご
と

に
固
有
の
音
と
訓
が
定
ま
る
の
で
、辞
典
に
頼
る
こ
と
が
で
き
る
し
、

返
り
点
も
ル
ー
ル
が
そ
れ
ほ
ど
複
雑
多
岐
に
わ
た
ら
な
い
の
で
、
手

に
余
る
こ
と
は
少
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
原
本
や
校
合
本
を
持
た

な
い
テ
キ
ス
ト
の
誤
写
の
詮
索
に
頼
れ
る
も
の
は
少
な
い
。
し
い
て

い
え
ば
、
嗅
覚
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
あ
る
種
の
カ
ン
を
頼
り
に
、
些
末

に
着
目
し
た
揚
げ
足
と
り
に
類
す
る
詮
議
に
及
ぶ
か
も
し
れ
な
い
。

そ
ん
な
え
げ
つ
な
い
詮
索
も
、
資
料
に
よ
る
裏
付
け
を
伴
う
こ
と
に

よ
り
、
少
し
は
信
憑
性
を
増
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
た
と
え

ば
、
次
の
ご
と
く
に
で
あ
る
。

短
「
昝キ

ウ

」　

秋
月
ハ
短
キ
ホ
ト
ニ
云
也
（
六
七
オ
）。　

→
昝キ

読
書
子
は
「
昝
」
の
ル
ビ
を
朱
訂
の
対
象
に
採
り
あ
げ
た
が
、
先
の
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言
挙
げ
に
従
っ
て
、
ル
ビ
の
正
誤
を
無
視
す
る
。
そ
う
す
る
と
、
こ

こ
で
気
に
な
る
箇
所
は
二
つ
、そ
の
一
は
「
昝
」、そ
の
二
は
「
秋
月
」

で
あ
る
。

ま
ず
「
昝
」
に
つ
い
て
。
こ
の
字
は
漢
和
辞
典
に
、

昝サ
ン　

子
感
切　

姓
シ
ヤ
ウ

也
（
三
百
四
「
日
」・
巻
二
十
８
ウ
・
290
）。

と
す
る
。
い
ま
、
漢
和
辞
典
と
し
て
『
大
広
益
会
玉
篇（

（1
（

』
を
利
用
し

た
。
以
下
に
も
〈
辞
典
〉
と
略
称
し
て
引
用
す
る
。〈
辞
典
〉
に
「
昝
」

の
音
は
「
子
感
」
の
反
切
で
サ
ン
、
姓
に
使
わ
れ
る
以
外
の
用
例
は

な
い
と
す
る
。
つ
ま
り
「
短
昝
」
で
は
意
味
を
な
さ
な
い
。
そ
こ
で

ル
ビ
の
混
淆
を
問
題
に
し
た
と
き
に
用
い
た
点
画
少
異
字
の
考
え
を

援
用
し
て
「
咎
」「
晷
」
な
ど
の
類
字
を
着
想
し
、こ
の
二
語
を
〈
辞

典
〉
で
確
か
め
て
み
た
。

咎キ
ウ

一
ク

其
久
切　

災
ワ
ザ
ハ
ヒ

也
。
ト
ガ（
二
十
三「
人
」・
巻
三
６
オ
・
105
）。

晷キ　

居
美
切　

以　
テ

レ

表
　
ヘ
ウ
ヲ 

度ハ
カ
ルレ

日　
ヲ

也
。
ヒ
カ
ゲ
（
三
百
四
「
日
」・

巻
二
十
８
オ
・
290
）。

「
咎
」
で
も
意
味
が
落
ち
着
か
な
い
。

「
晷
」
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。〈
辞
典
〉
の
語
釈
に
い
う
「
表
ヲ

以
テ
日
ヲ
度
ル
」
の
「
表
」
と
は
太
陽
を
観
測
す
る
た
め
に
立
て
る

柱
状
の
機
器（

（1
（

の
こ
と
で
、「
表
」
が
地
面
に
落
す
影
す
な
わ
ち
「
日

あ
し
」
を
測
っ
て
季
節
・
時
間
の
推
移
を
知
る
。
そ
れ
ゆ
え
ヒ
カ
ゲ

の
訓
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
。『
金
玉
和
襟
集
』
の
「
短
昝
」
を
「
短
晷
」

の
誤
写
と
す
る
と
き
、
意
味
が
落
ち
着
く
。「
短
晷
」
と
は
短
日
の

こ
と
、
ゆ
え
に
語
釈
に
い
う
「
秋
月
ハ
短
キ
ホ
ト
ニ
」
の
「
秋
月
」

も
「
秋
日
」
の
誤
り
と
い
う
こ
と
で
落
着
す
る
。「
短
昝
」（
六
七
オ
）

の
条
に
は
、
朱
訂
を
逃
れ
て
、
誤
り
が
二
箇
所
に
潜
ん
で
い
た
。

以
上
の
推
論
に
対
す
る
裏
付
け
を
同
時
代
の
資
料
に
徴
し
て
み
よ

う
。

短タ
ン

晷キ　
　

晋
ノ
潘
岳
ガ
秋
興ケ

ウ

ノ
賦フ

ニ
何

ナ
ン
ソ

微ビ

陽　
ノ

之

―　
ナ
ニ
ゴ

ト
ニ
、
秋
ハ
、
日
ガ
ミ
シ
カ
イ
ソ
、
夜
ハ
長　

イ

ソ
ト
云
ソ
（
詩

学
大
成
抄
・
八
・
秋
・
５（

（1
（

）。

こ
の
詩
句
の
原
拠
は
「
何
微
陽
之
短
晷　

覚
凉
夜
之
方
永
」（
潘
岳

｢

秋
興
賦
并
序｣

）
で
あ
る
。
読
書
子
は
「
短
昝キ

ウ

」
を
「
短
昝キ

」
と
ル

ビ
だ
け
訂
す
が
、
こ
れ
で
「
晷
（
キ　

ひ
か
げ
）」
と
直
し
た
つ
も

り
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

点
画
少
異
に
因
む
誤
写
と
し
て
、
こ
ん
な
例
も
あ
る
。

「
ド
ン

」
鴬ヲ

ウ　
　

春
ノ
初
ノ
鴬
也
。「

ド
ン

」
鴬ヲ

ウ

モ
ノ
ク
サ
ク
シ
テ
啼

事
也
（
四
七
ウ
）。　

→
ラ
ン

・
ラ
ン

モ
ノ

ウ
シ　
【
頭
書
】
嫰ト

ン

カ

こ
の
一
段
に
下
さ
れ
た
訂
正
を
や
や
詳
し
く
説
明
し
て
み
る
。
ま
ず

二
つ
の
「

」
に
朱
点
を
打
つ
。
次
に
見
出
し
の
「

」
の
ル
ビ
を

ラ
ン
と
訂
し
、
さ
ら
に
「

ラ
ン

モ
ノ

ウ
シ
」
と
朱
で
書
き
添
え
る
。
そ
の
う

え
さ
ら
に
「
嫰ト

ン

カ
」
と
頭
書
す
る
の
で
あ
る
。
ど
う
や
ら
、
朱
筆
を

下
す
に
当
た
り
、
読
書
子
に
は
た
め
ら
い
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
初
春

の
ウ
グ
イ
ス
を
「
嫰
鴬
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
疑
念
を
感
じ
た
も
の
の
、 

〈

・

・
嫰
〉
の
使
い
分
け
に
、
い
ま
一
つ
自
信
を
持
て
な
か
っ
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た
も
の
か
。

そ
こ
で
読
書
子
に
代
わ
っ
て
、『
金
玉
和
襟
集
』
に
お
け
る
こ
の

三
文
字
の
用
例
を
す
べ
て
抜
出
し
、
使
い
分
け
を
検
証
し
て
み
る
こ

と
に
し
よ
う
。

暗
緑　
　

夏
ノ
木
シ
ゲ
リ
テ
ク
ラ
キ
ヲ
云
。（

ⅰ
）（

ド
ン
）
緑
ト

モ
新
緑
ト
モ
云
也
（
一
四
ウ
）。

午
倦　
　

倦
ト
ハ
物
ニ
退
屈
ス
ル
心
ヲ
云
。
言
心
ハ「
午①

ト
モ
」

（
ⅱ
）（

モ
ノ
ウ
キ
）
時
ニ
ハ
物
ク
サ
キ
事
ヲ
云
。「
亦②

ハ
午
ス

ル
也
。」
心
ハ
同
事
也
（
一
五
ウ
）。　

→
①
「
午ヒ

ル

」　

②
（
削

除
）

鞭
レ （

ⅲ
）（

ラ
ン
）　　

（
ⅳ
）（

モ
ノ
ウ
）
ク
シ
テ
心
ノ
重
ヲ
ハ
ゲ

マ
シ
テ
詩
ヲ
作
テ
ア
ソ
ブ
コ
ト
也
（
一
九
ウ
）。

（
ⅴ
）（

ラ
ン
）
雲　
　

モ
ノ
ウ
キ
ク
モ
也
。
言
ハ
、
雲
ノ
モ
ノ
ウ

ク
マ
メ
シ
ゲ
ナ
キ
心
也
（
二
一
ウ
）。

春（
ⅵ
）（

ラ
ン
）　　

ア
ヂ
キ
ナ
ク
物
ウ
イ
モ
ノ
也
。
春（

ⅶ
）（

ラ
ン
）

如
レ
秋
ト
云
テ
ア
ヂ
キ
ナ
イ
也
（
四
九
オ
）。

鴬
慵
燕

（
ⅷ
）（

ラ
ン
）　　

鴬
ト
燕
ト
ノ
、
モ
ノ
「
ク
」
サ
ケ
ナ

ル
也
（
五
二
オ
）　　

→
グ
。

（
ⅸ
）（

ド
ン
）
凉　
　

夏
ノ
ハ
シ
メ
、
凉
風
ノ
吹
ヲ
云
也
（
五
八

ウ
）。

ⅰ
か
ら
ⅸ
ま
で
の
用
例
九
箇
が
挙
が
っ
た
。
先
に
は
無
視
す
る
と
し

た
底
本
の
ル
ビ
を
「

」
と
「

」
に
限
り
括
弧
を
使
っ
て
添
え
た

が
、
ル
ビ
に
関
し
て
読
書
子
の
朱
訂
は
な
い
。

こ
の
九
例
を
二
グ
ル
ー
プ
に
分
つ
こ
と
が
で
き
る
。〔
ⅱ
～
ⅷ
〕

と
残
り
の
〔
ⅰ
・
ⅸ
〕
と
で
あ
る
。〔
ⅱ
～
ⅷ
〕
グ
ル
ー
プ
は
語
釈
に
、

物
ク
サ
キ
・
モ
ノ
ウ
キ
・
ア
ヂ
キ
ナ
ク
物
ウ
イ
・
ア
ヂ
キ
ナ
イ
・

モ
ノ
ク
サ
ケ

な
ど
の
表
現
を
含
み
、〔
ア
ジ
キ
ナ
イ
・
モ
ノ
ウ
イ
〕
グ
ル
ー
プ
と

名
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
残
り
の
〔
ⅰ
・
ⅸ
〕
も
同
様
に
し
て
語

釈
か
ら
キ
ー
ワ
ー
ド
を
捜
し
て
、
ⅰ
か
ら
「
新
緑
」、
ⅶ
か
ら
「
夏

ノ
ハ
シ
メ
」
が
採
取
で
き
た
。
そ
れ
ゆ
れ
こ
れ
を
〔
若
イ
・
未
熟
ナ
〕

グ
ル
ー
プ
と
称
す
る
こ
と
に
す
る
。

こ
の
二
グ
ル
ー
プ
は
、
ま
た
、「

」「

」
と
文
字
を
使
い
分
け

て
い
る
こ
と
に
も
気
づ
く
。
両
者
を
比
べ
て
み
る
と
、

ⅱ
～
ⅷ　
〔
ア
ジ
キ
ナ
イ
・
モ
ノ
ウ
イ
〕
…
…
「

」

ⅰ
・
ⅸ　
〔
若
イ
・
未
熟
ナ
〕
…
…
…
…
…
…
「

」

と
な
る
。
こ
の
使
い
分
け
は
、
し
か
し
、〈
辞
典
〉
の
下
す
語
義
に

合
わ
な
い
。〈
辞
典
〉
に
は
こ
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

ラ
ン　

力
旱
切　

俗

字
。
モ
ノ
ウ
シ
（
八
十
七
「
心
」・
巻

八
３
オ
・
158
）。

ラ
ン　

力
但
切　

惰
也
。
ヲ
コ
タ
ル　

モ
ノ
ウ
シ（
三
十
五「
女
」・

巻
三
11
オ
・
110
）。

『
大
広
益
会
玉
篇
』
は
〔
ⅱ
～
ⅷ
〕
に
当
て
ら
れ
た
「

」
も
〔
ⅰ
・

ⅸ
〕
に
当
て
ら
れ
た
「

」
も
、
と
も
に
「
モ
ノ
ウ
シ
」
の
意
味
と
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す
る
。
音
も
「
ラ
ン
」
で
変
ら
な
い
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
、「

」

は
「

」
の
俗
字
と
言
い
切
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
〔
若
イ
・
未
熟

ナ
〕
の
意
味
に
触
れ
る
こ
と
は
な
い
。

こ
れ
は
〔
ⅰ
・
ⅷ
〕
に
当
て
た
「

」
が
適
切
で
な
か
た
こ
と
を

意
味
す
る
。
で
は
、
い
か
な
る
字
を
当
て
る
べ
き
で
あ
っ
た
の
か
、

そ
の
答
え
は
「
嫰
」
で
あ
ろ
う
。「
嫰
」
で
あ
る
と
勇
ま
し
く
断
言

で
き
な
い
の
は
、
こ
の
字
を
〈
辞
典
〉
に
探
し
出
せ
な
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
記
事
に
た
ど
り
つ
く
こ
と
が
で
き

た
。

媆ゼ
ン　

如
臠
切　

好
カ
ホ
ヨ
キ

皃
。
又
嫰
同
。
ワ
カ
シ
（
三
十
五
「
女
」・

巻
三
11
ウ
・
110
）。

親
字
と
し
て
の
立
項
で
は
な
い
の
で
音
を
確
認
で
き
な
い
が
、『
和

玉
篇
』
に
「
嫰ト

ン　

ワ
カ
シ
」
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
も
、読
書
子
の
【
頭

書
】
の
ご
と
く
読
み
が
「
ド
ン
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま

い
。〔
若
ク
・
未
熟
ナ
〕
グ
ル
ー
プ
の
「

」
に
添
え
ら
れ
た
ル
ビ
「
ド

ン
」
と
も
暗
合
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
〔
ⅰ
・
ⅸ
〕
に
当
て
ら
れ

た
「

」
は
点
画
少
異
字
「
嫰
（
ド
ン
）」
の
誤
写
、
と
い
う
結
論

に
達
す
る
。

こ
こ
で
「

鴬
」（
四
七
ウ
）
の
条
ま
で
立
ち
も
ど
る
。
読
書
子

が
「

（
ラ
ン
）」
か
「

（
ラ
ン
）」
か
、は
た
ま
た
「
嫰
（
ド
ン
）」

か
と
朱
筆
の
筆
先
を
せ
せ
ら
せ
た
一
条
で
あ
る
。
右
に
述
べ
た
と
こ

ろ
に
即
し
て
訂
し
た
正
解
を
示
せ
ば
、
こ
の
一
条
は
次
の
ご
と
く
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

嫰
鴬　
　

春
ノ
初
ノ
鴬
也
。

鴬
、モ
ノ
ク
サ
ク
シ
テ
啼
事
也
。

こ
こ
に
、
呂
律
も
ま
ま
な
ら
ぬ
「
嫰
（
ド
ン
）
鴬
」
か
ら
啼
く
こ
と

に
倦
ん
だ
「

（
ラ
ン
）
鴬
」
ま
で
春
三
ヶ
月
を
要
し
た
ウ
グ
イ
ス

の
変
身
が
、
村
菴
和
尚
の
手
妻
に
よ
り
、
瞬
時
に
成
就
す
る（

（1
（

。

次
に
カ
ナ
の
誤
写
の
例
を
二
つ
。

「①

籜エ
キ

」龍「②

迸ヘ
イ

」　　

竹
ノ
生
出
ル
ヲ
云
。多ヲ

ヽ

キ
ハ
竹
ノ
皮
也（
五
七

オ
）。　

→
①
籜タ

ク　

②
迸ホ

ド
バ
シ
ル

朱
訂
の
二
箇
所
、い
ず
れ
も
読
書
子
の
指
摘
を
肯
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
の
例
証
を
挙
げ
て
み
る
。

迸　
ル

二
林
藪　

ニ
一　

廬
仝　

竹
林
吾　

レ

最　
モ

惜　
ム

。
新
笋
好　

シ
レ
看-

守
　
ス
ル
ニ。

万
籜

抱　
テ二

龍
児　

ヲ
一
。
攅

ア
ツ
マ
リ

迸　
テ

溢　
ル

二
林
藪　

ニ
一
。
籜
龍
正　

ニ

称　
ス

レ
冤　

ヲ

。
莫　

レ
　
　
シ
テ

三
殺

入　
ル

二
汝　

カ

口　
ニ

一
。
丁
寧　

ニ

嘱
二
託　

ス

汝　
ニ

一
。
活 

セ
ン
ヤ

二

籜
龍　

ヲ
一
否　

ヤ（
円
機
活
法
・

二
二
・
笋（

（1
（

）。

籜
龍　

朱
喬
年　

春
風
吹　

キ

起　
ス

籜
龍
児
（
同
）。

籜
龍
は
タ
ケ
ノ
コ
の
こ
と
、
竹
林
の
そ
こ
こ
こ
で
一
斉
に
頭
を
も
た

げ
る
姿
が
「
籜
龍
迸
ル
」
で
あ
り
「
迸
二
林
藪
一
」
な
の
で
あ
ろ
う
。

読
書
子
は
「
籜
」
の
読
み
を
タ
ク
と
訂
正
し
た
が
、
念
の
た
め
に
と

〈
辞
典
〉
に
確
認
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
予
想
だ
も
し
な
か
っ
た
誤
写

を
掘
り
当
て
る
こ
と
に
な
っ
た
。

籜タ
ク　

他
各
切　

竹
籜
也
。
タ
ケ
ノ
カ
ハ
（
百
六
十
六
「
竹
」・

巻
十
四
５
ウ
・
228
）。
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「
籜
龍
」
は
タ
ケ
ノ
コ
だ
が
、「
籜
」
一
字
だ
け
だ
と
竹
の
皮
の
意
味

だ
と
い
う（

（1
（

。
こ
れ
で
語
釈
に
あ
る
「
多
キ
ハ
竹
ノ
皮
也
」
と
い
う
、

奥
歯
に
何
か
の
挟
ま
っ
た
よ
う
な
行
文
が
す
ん
な
り
と
通
じ
る
。

「
多
」
を
仮
名
に
使
っ
て
、「
タ
ク
（
籜
）
ハ
竹
ノ
皮
也
」
だ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。

カ
ナ
の
誤
写
の
第
二
例
、

鶴
烟　
　

ツ
ル
ガ
茶
ヲ
セ
ン
ジ
テ
烟
ヲ
「
ア
ゲ
タ
」
事
有
也

（
一
六
オ
）。　

→
サ
ケ
タ

こ
の
一
段
も
ま
た
は
読
書
子
の
朱
訂
を
そ
の
ま
ま
肯
定
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
文
証
を
挙
げ
る
の
み
に
止
め
る
。

鶴　
ハ

避サ
ケ
テ二

茶
烟　

ヲ
一
湯タ

ウ

眼
沸ワ

ク

、
蜂　

ハ
　
フ
ク
ン
テ

　

啣
二
荼ト

粉フ
ン
ヲ一

蜜
脾ヒ

香　
ハ
シ。

上
ノ
句
ハ

茶
ヲ
セ
ン
ズ
ル
フ
ロ
ノ
辺
ニ
、
鶴
ガ
イ
タ
ガ
、
茶
ノ
湯
ヲ

セ
ン
ス
ル
烟
ノ
ツ
ヲ
ウ
フ
ス
ボ
ル
ヲ
、
イ
ヤ
サ
ニ
、
タ
チ

ノ
イ
タ
ソ
。
湯
ハ
ワ
イ
テ
、
湯
ガ
ニ
ユ
レ
ハ
、
魚
ノ
目
ノ

ヤ
ウ
ニ
、
コ
マ
カ
ナ
珠
ノ
ヤ
ウ
ニ
、
イ
ツ（

マ
マ
）ク

モ
、
ニ
エ
ア

カ
ル
ソ
。
ソ
レ
ヲ
湯
眼
ト
云
ソ
。（
詩
学
大
成
抄
・
五
・
春
・

55
）

考
証
抜
き
で
、
誤
写
と
直
ち
に
決
着
の
つ
く
の
は
詩
句
の
引
用
の

場
合
も
同
様
で
あ
る
。
そ
ん
な
例
を
並
べ
て
み
る
。【
参
考
】
と
し

て
原
詩
を
添
え
た
。

花
隔
レ
霧　
　

杜
ガ
句
、
老
「①

蚕サ
ン

花ク
ワ

」
似
二
霧ム

「②

中チ
ウ
ニ

見ミ
ル

」
一
。

年
ヨ
リ
ノ
目
カ
ス
ミ
テ
、
キ
リ
ノ
ウ
チ
ニ
見
ル
ヤ
ウ
ナ
也

（
五
四
オ
）。　

→
①
年ネ

ン
ノ

花ハ
ナ
ハ　

②
中チ

ウ
ノ

看カ
ン
ニ　

【
参
考
】
春
水
船
如
天
上
坐　

老
年
花
似
霧
中
看
（
杜
甫
「
小

寒
食
舟
中
作
」）

秋
五
月　
　

杜
句
ニ
「
波ハ

唐タ
ウ

」
五
月
秋
ト
作
レ
リ
。
五
月
ナ
レ

ド
モ
、
秋
ノ
ヤ
ウ
ニ
凉
キ
也
（
六
一
ウ
）。　

→
陂ヒ

　
タ
ウ塘

【
参
考
】
帰
路
翻
蕭
颯　

陂
塘
五
月
秋
（
杜
甫
「
渚
貴
公
子

丈
八
沟
携
妓
納
凉
晩
際
遇
雨
二
首
其
二
」）

魚
依
レ
藻　
　

杜
カ
句
ニ
寒
魚
依
二
蜜
「
藻モ

ニ

」
一
ト
作
レ
リ
。
水

ニ
有
モ
ノ
也
（
七
二
オ
）。　

→
藻ソ

ウ
ニ

【
参
考
】
寒
魚
依
密
藻　

宿
鷺
起
円
沙
（
杜
甫
「
草
堂
即
事
」）

「
花
隔
レ
霧
」「
秋
五
月
」
の
二
例
、い
ず
れ
も
的
を
射
て
い
る
が
、「
魚

依
レ
藻
」
で
は
射
損
じ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
読
書
子
は
「
蜜
藻
・

密
藻
」
の
違
い
を
見
過
ご
し
て
い
る
。

同
様
に
し
て
読
書
子
の
朱
訂
か
ら
落
ち
こ
ぼ
れ
た
誤
写
の
指
摘
も

可
能
に
な
る
。
そ
ん
な
例
い
く
つ
か
を
挙
げ
て
み
る
。

臥ク
ワ

鐘シ
ヤ
ウ

　
　

杜ト
カ

句ク

ニ
露ロ

景ケ
イ

臥ク
ワ

鐘シ
ヤ
ウト

作ツ
ク

レ
リ
。
破ハ

寺ジ

ノ
鐘カ

ネ

也
。
其ソ

ノ

ツ

リ
タ
ル
カ
ネ
ガ
地チ

ニ
フ
シ
テ
有
ヲ
云
（
一
八
ウ
）。

【
参
考
】
秋
花
危
石
底　

晩
景
臥
鐘
辺
（
杜
甫
「
秦
州
雑
詩

二
十
首
其
十
二
」）
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推ヲ
ス

二
残ザ

ン
シ
ヨ
ヲ

暑
一　
　

山
谷コ

ク

ノ
句ク

ニ
清セ

イ

風フ
ウ

挽
ヒ
ケ
ト
モ 

不ズ
レ
来キ

タ
ラ、

残ザ
ン

暑シ
ヨ

推
ヲ
セ
ト
モ 

不ズ
レ
去サ

ラ

（
六
四
ウ
）。

【
参
考
】
西
風
挽
不
来　

残
暑
推
不
去
（
黄
庭
堅
「
和
答
外

舅
孫
華
老
」）

　
　
　
　
　
　

＊

読
書
子
の
朱
訂
に
導
か
れ
て
、
寛
文
板
『
金
玉
和
袖
集
』
に
村
菴

時
代
の
読
み
と
は
考
え
が
た
い
ル
ビ
の
跋
扈
す
る
こ
と
や
、
点
画
の

は
し
ば
し
が
胡
乱
な
漢
字
の
跳
梁
す
る
事
実
に
た
ど
り
着
い
た
。
こ

の
先
さ
ら
に
転
写
に
よ
っ
て
生
じ
た
で
あ
ろ
う
脱
文
と
か
後
人
に
よ

る
補
足
な
ど
を
検
証
す
る
こ
と
に
よ
り
、
村
菴
和
尚
が
『
金
玉
和
袖

集
』
に
盛
ろ
う
と
し
た
も
の
の
実
体
が
明
ら
か
に
な
る
と
思
わ
れ
る

が
、
そ
れ
は
別
稿
を
期
す
こ
と
に
し
て
、
と
り
あ
え
ず
こ
の
あ
た
り

で
筆
を
留
め
る
。
ま
た
、
読
書
子
に
よ
る
朱
訂
は
詩
語
七
八
七
の
う

ち
の
一
一
八
語
に
及
び
、
今
回
採
り
あ
げ
た
も
の
は
、
ま
さ
に
九
牛

の
一
毛
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
全
貌
の
紹
介
も
別
に
機
会
を
得
た
い
と

思
う
次
第
で
あ
る
。

注（
１
）	

伊
藤
善
隆
氏
「
翻
刻
『
金
玉
和
襟
集
』」（「
湘
北
紀
要
」
三
六　

湘
北
短
期
大
学
・
図
書
館
委
員
会　

平
二
七
・
三
）

（
２
）	山
田
忠
雄
氏
『
寛
文
十
年
刊
金
玉
和
襟
集
村
菴
解
』 （
昭
六
〇　

私
家
版
、
迂
人
孟
録
四
五
）。
迂
人
孟
録
は
山
田
氏
に
よ
る
私
家

版
の
叢
書
。
刊
行
の
経
緯
は
同
氏
『
寿
蔵
録
』（
一
九
九
三　

私

家
版
）
一
一
一
ペ
ー
ジ
参
照
。
公
的
機
関
と
し
て
は
国
立
国
語
研

究
所
が
三
点
、
国
文
学
研
究
資
料
館
が
八
点
を
所
蔵
。「
極
少
数

の
知
友
」
に
頒
っ
た
も
の
と
の
こ
と
で
、
名
の
み
喧
伝
し
、
全
貌

を
知
る
こ
と
は
難
し
い
。

（
３
）	柳
田
征
司
氏
『
室
町
時
代
語
資
料
と
し
て
の
抄
物
の
研
究
』

（
一
九
九
八　

武
蔵
野
書
院
））

（
４
）	「
雨
汀テ

イ
　
ツ
マ
タ
ツ

　

翹
二
睡
鷺
一
、
翹
ハ
、
ツ
マ
ダ
ツ
ト
ヨ
ム
ソ
、
汀
ノ
雨
ノ

フ
ル
ニ
、
サ
ギ
ガ
カ
タ
シ
ツ
マ
タ
テ
、
イ
タ
ナ
リ
、
ソ
ノ
鷺
翹
ノ

字
モ
聯
字
ソ
、
雨
汀
モ
聯
字
ソ
」（
詩
学
大
成
抄
・
八
・
秋
）「
衣イ

杵
ノ
字
モ
、
メ
ツ
ラ
シ
イ
ソ
、
聯
字
ソ
、
ツ
ネ
ニ
ハ
、
砧チ

ン

杵
ト
云
ソ
」

（
同
）「
試
レ
檠　

ヲ

ノ
字
面
白
ソ
、
聯
字
ソ
」（
同
・
八
・
新
秋
）

（
５
）	注
２
に
同
じ
。

（
６
）	富
山
市
立
図
書
館
編
『
山
田
孝
雄
文
庫
目
録
』
和
装
本
の
部

（
二
〇
〇
七　

同
図
書
館
）

（
７
）	市
古
夏
生
氏
『
元
禄
・
正
徳　

板
元
別
出
版
書
総
覧
』（
二
〇
一
四

　

勉
誠
出
版
）

（
８
）	巻
頭
巻
尾
に
「
励
」
と
読
む
ら
し
い
蔵
書
印
が
据
わ
る
が
、
朱
訂

を
施
し
た
者
の
用
印
か
否
か
不
明
。

（
９
）	注
３
に
同
じ
。
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（
10
）	実
践
女
子
大
学
図
書
館
山
岸
文
庫
蔵
の
元
和
と
も
寛
永
と
も
さ
れ

る
板
に
よ
っ
た
。

（
11
）	和
刻
本
に
五
山
板
、
慶
長
九
年
跋
板
な
ど
あ
る
が
い
ず
れ
も
無
点
。

そ
れ
ゆ
え
長
沢
規
矩
也
氏
『
和
刻
本
辞
書
事
典
集
成
』
二
（
昭

五
五　

汲
古
書
院
）
所
収
の
寛
永
八
年
季
秋
板
に
よ
っ
た
。
カ
ッ

コ
内
最
後
の
洋
数
字
は
そ
の
所
収
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。

（
12
）	ノ
ー
モ
ン
の
こ
と
。
研
究
社
の N

ew
 English-Japanese 

D
ictionary 

に
ノ
ー
モ
ン
（gnom

on

）
を
晷
針
と
訳
し
、

大
漢
和
辞
典
に
「
表
」
を
「
日
か
げ
柱
」
と
言
替
え
る
が
、

国
語
辞
典
の
類
に
「
ノ
ー
モ
ン
」「
晷
針
」「
日
か
げ
柱
」
等

の
立
項
は
見
当
た
ら
な
い
。

（
13
）	『
詩
学
大
成
抄
』
は
米
沢
市
立
図
書
館
が
ネ
ッ
ト
に
公
開
す
る
デ
ィ

ジ
タ
ル
版
に
よ
っ
た
。
カ
ッ
コ
内
最
後
の
洋
数
字
は
コ
マ
番
号（
こ

の
例
の
場
合
、
巻
八
の
第
５
コ
マ
）。
な
お
、
底
本
に
「
晋
ノ
潘

岳
ガ
」
を
重
複
さ
せ
「
ヒ
」
を
傍
訓
し
て
ミ
セ
ケ
チ
に
す
る
が
、

煩
を
嫌
っ
て
省
略
し
た
。

（
14
）	「
嬾
・
懶
・
嫩
（

・

・
嫰
）」
の
混
淆
に
つ
い
て
は
萩
原
義
雄

氏
「『
下
学
集
』
に
お
け
る
字
形
相
似
の
文
字

―
『
和
漢
朗
詠
集
』

所
収
句
の
表
記
字
体
語
注
釈
か
ら

―
」（「
駒
沢
短
大
国
文
」

三
六　

平
一
八
・
三
）
を
参
照
し
た
。

（
15
）	底
本
に
明
暦
二
年
の
和
刻
本
を
用
い
た
。

（
16
）	易
林
本
節
用
集
も
「
籜　

タ
ケ
ノ
カ
ハ
」
と
す
る
。

（
わ
た
な
べ　

も
り
く
に
・
実
践
女
子
大
学
名
誉
教
授
）


